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特
に
も
最
近
世
の
中
が
お
か

し
い
と
思
い
ま
せ
ん
か
？
「
ふ

と
思
う
」
世
界
は
、
日
本
は
、

ど
う
な
っ
て
行
く
の
だ
ろ
う
か
？

元
旦
に
能
登
半
島
を
襲
っ
た
Ｍ

７
・
６
の
大
地
震
。
そ
し
て
地

球
上
で
起
き
て
い
る
気
候
変
動

に
よ
る
と
さ
れ
る
未
曾
有
の
自

然
災
害
。

更
に
世
界
を
見
れ
ば
、
ウ
ク

ラ
イ
ナ
戦
争
・
中
東
戦
争
・
中

国
の
強
権
化
・
ト
ラ
ン
プ
に
よ

る
分
断

社
会
の

増
幅
等
々
、

非
常
に

や
る
せ

な
く
思
う
こ
と
ば
か
り
で
す
。

一
方
、
日
本
を
見
れ
ば
統
一

教
会
問
題
・
政
治
資
金
パ
ー
テ
ィ
ー

裏
金
問
題
等
、
日
替
わ
り
で
政

治
腐
敗
の
ニ
ュ
ー
ス
ば
か
り
。

そ
し
て
岸
田
総
理
は
無
責
任
に

各
人
の
説
明
責
任
と
言
う
が
関

係
者
は
誰
一
人
従
わ
ず
だ
ん
ま

り
、
さ
ら
に
は
「
記
憶
に
な
い
」

「
秘
書
が
」
と
か
。
自
分
自
身

が
雇
っ
て
お
き
な
が
ら
管
理
能

力
の
欠
如
を
棚
に
上
げ
た
ま
ま

で
す
。

国
民
に
は
イ
ン
ボ
イ
ス
導
入

な
ど
納
税
義
務
を
強
要
す
る
一

方
で
、
自
ら
は
脱
法
。
法
を
作

る
議
員
が
法
令
順
守
さ
れ
て
い

な
い
状
況
に
強
い
憤
り
を
覚
え

ま
す
。

そ
の
よ
う
な
状
況
に
あ
る
中

で
こ
そ
、
連
合
・
労
働
団
体
の

役
割
と
期
待
は
大
き
い
と
思
い

ま
す
。
社
会
の
不
条
理
の
是
正

に
向
け
て
運
動
を
前
進
し
て
頂

く
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

昨
年
は
賃
上
げ
（
最
低
賃
金

含
）
な
ど
頑
張
っ
て
い
る
と
思

う
が
様
々
な
要
因
も
相
ま
っ
て

実
質
賃
金
は
減
少
と
厳
し
い
状

態
で
す
。
残
念
な
が
ら
政
府
が

介
入
し
な
け
れ
ば
進
展
し
な
い

の
か
と
思
う
と
き
も
あ
り
ま
す
。

連
合
・
労
働
団
体
は
こ
の
よ
う

な
現
状
を
ど
う
捉
え
て
い
る
の

だ
ろ
う
か
。
「
怒
ら
な
い
」

「
戦
わ
な
い
」
連
合
・
労
働
団

体
で
有
っ
て
欲
し
く
な
い
と
老

婆
心
な
が
ら
願
っ
て
い
ま
す
。

私
は
、
今
こ
そ
期
待
し
た
い
。

世
の
不
条
理
に
立
ち
向
か
う
と

共
に
、
労
働
者
の
地
位
向
上
に

向
け
”
ガ
ン
バ
レ
！

連
合
・

労
働
団
体
と
心
か
ら
エ
ー
ル
を

送
り
た
い
。

世
の
不
条
理
に
立
ち
向
か

う
連
合
（
労
働
団
体
）
に

期
待
す
る

２
月
９
日
、
Ｊ
Ａ
Ｍ
本
部

会
議
室
に
お
い
て
、
２
０
２

４
年
度
の
Ｊ
Ａ
Ｍ
共
済
グ
ル
ー

プ
と
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
三
役
と

の
意
見
交
換
会
を
開
催
し
ま

し
た
。
Ｊ
Ａ
Ｍ
共
済
か
ら
は
、

椎
木
副
書
記
長(

共
済
担
当

役
員)

、
滝
上
共
済
グ
ル
ー

プ
長
、
林
、
竹
田
両
共
済
副

グ
ル
ー
プ
長
、
シ
ニ
ア
ク
ラ

ブ
三
役
全
員
が
出
席
し
ま
し

た
。
椎
木
副
書
記
長
と
大
山

シ
ニ
ア
会
長
の
挨
拶
の
あ
と
、

滝
上
共
済
グ
ル
ー
プ
長
か
ら

シ
ニ
ア
共
済
の
加
入
状
況
と

給
付
状
況
に
つ
い
て
の
報
告

が
あ
り
ま
し
た
。

加
入
者
、
加
入
口
数
と
も

増
加
か
ら
横
ば
い
と
な
っ
て

い
ま
し
た
が
、
２
０
２
４
年

度
つ
い
に
減
少
と
な
り
ま
し

た
。
脱
退
者
が
微
増
し
、
新

規
加
入
者
が
微
減
し
て
い
る

た
め
で
す
。

報
告
を
受
け
て
、
加
入
者

拡
大
の
た
め
の
施
策
に
つ
い

て
活
発
な
意
見
交
換
を
行
い

ま
し
た
。
特
に
よ
り
メ
リ
ッ

ト
の
あ
る
制
度
に
す
る
こ
と

が
、
加
入
者
を
増
や
す
大
き

な
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
と
い
う

観
点
で
今
回
は
シ
ニ
ア
共
済

の
制
度
改
正
に
つ
い
て
突
っ

込
ん
だ
意
見
交
換
が
持
た
れ

ま
し
た
。
こ
の
件
に
つ
い
て

は
財
政
的
な
裏
付
け
も
必
要

で
あ
り
慎
重
な
取
り
組
み
が

求
め
ら
れ
ま
す
が
、
シ
ニ
ア

ク
ラ
ブ
と
し
て
は
今
後
も
現

役
共
済
担
当
者
と
継
続
し
て

議
論
を
す
す
め
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

共
済
・
シ
ニ
ア
意
見
交
換

会
に
先
立
ち
第
３
回
三
役
会

議
を
開
催
し
ま
し
た
。

三
役
全
員
の
出
席
の
も
と
、

大
山
会
長
か
ら
昨
今
の
政
治

情
勢
、
健
康
保
険
証
廃
止
撤

回
の
取
り
組
み
、
介
護
保
険

の
動
向
な
ど
を
含
め
た
挨
拶

で
始
ま
り
、
①
参
議
院
選
応

援
カ
ー
ド
の
取
り
組
み
②
政

策
制
度
課
題
整
理
委
員
会
の

取
り
組
み
③
共
済
・
シ
ニ
ア

意
見
交
換
会
へ
の
対
応
④
第

２
回
幹
事
会
に
つ
い
て
等
の

協
議
事
項
に
つ
い
て
審
議
を
行

い
ま
し
た
。

参
院
選
応
援
カ
ー
ド
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
は
、
５
月
の
第

２
回
幹
事
会
で
協
議
・
決
定
し

た
あ
と
、
各
地
方
シ
ニ
ア
ク
ラ

ブ
に
協
力
依
頼
を
行
う
予
定
と

な
り
ま
す
。

尚
会
議
終
了
後
、
参
議
院
比

例
候
補
予
定
者
「
郡
山
り
ょ
う
」

氏
と
シ
ニ
ア
三
役
と
の
短
時
間

の
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

２
月
８
日
、
衆
議
院
第
一
議

員
会
館
に
お
い
て
、
日
本
退
職

者
連
合
主
催
に
よ
る
第
２
１
３

通
常
国
会
に
向
け
た
「
政
策
・

制
度
要
求
実
現
２
・
８
院
内
集

会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
集

会
に
は
、
各
産
別
退
職
者
組
織

と
地
方
退
職
者
組
織
か
ら
約
２

５
０
人
が
結
集
、
Ｊ
Ａ
Ｍ
シ
ニ

ア
か
ら
は
大
山
会
長
を
は
じ
め

５
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

冒
頭
、
退
職
者
連
合
人
見
会

長
の
主
催
者
代
表
挨
拶
の
あ
と
、

立
憲
民
主
党
泉
代
表
、
国
民
民

主
党
玉
木
代
表
、
社
会
民
主
党

福
島
党
首
よ
り
連
帯
の
挨
拶
が

あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
、
政

治
倫
理
問
題
で
揺
れ
る
政
治
情

勢
に
触
れ
、
自
民
党
へ
の
鋭
い

批
判
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

佐
保
連
合
総
合
政
策
推
進
局
長

か
ら
は
「
２
１
３
国
会
に
お
け

<

裏
面
へ
続
く>

主張

Ｊ
Ａ
Ｍ
青
森
岩
手
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

事
務
局
長

小
野

務

共
済
・
シ
ニ
ア
意
見
交
換
会
を
開
催

「
加
入
者
拡
大
の
施
策
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
う
」

三
役
会
議
を
開
催

「
郡
山
り
ょ
う
氏
と
の
意

見
交
換
を
行
う
」

退職者連合

「
政
策
・
制
度
要
求
実

現
２
・
８
院
内
集
会
」

開
か
れ
る

２
５
０
人
が
結
集
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<

表
面
か
ら
続
く>

る
社
会
保
障
分
野
の
予
定
法
案
」

に
つ
い
て
の
説
明
を
受
け
ま
し

た
。
今
通
常
国
会
で
は
医
療
、

介
護
、
年
金
分
野
で
の
法
案
審

議
が
基
本
的
に
な
い
こ
と
、
提

出
法
案
と
し
て
は
、
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
法
の
一
部
改
正
と

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
法
の
一

部
改
正
が
予
定
さ
れ
て
い
る
こ

と
。
と
く
に
こ
ど
も
・
子
育
て

の
支
援
金
を
医
療
保
険
者
か
ら

徴
収
す
る
し
く
み
に
つ
い
て
、

問
題
点
が
い
く
つ
か
あ
る
こ
と

な
ど
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
あ
と
、
退
職
者
連
合
と

し
て
こ
の
間
取
り
組
ん
で
い
る

本
年
12
月
の
健
康
保
険
証
の
廃

止
撤
回
に
つ
い
て
、
い
く
つ
か

の
地
方
議
会
が
退
職
者
連
合
の

要
請
を
受
け
て
撤
回
の
決
議
を

採
択
し
て
お
り
、
北
海
道
、
神

奈
川
、
福
岡
の
状
況
に
つ
い
て

当
該
の
地
方
退
職
者
連
合
か
ら

の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

最
後
に
２
０
２
４
通
常
国
会

に
向
け
て
「
モ
ノ
言
う
退
職
者

連
合
」
「
行
動
す
る
退
職
者
連

合
」
と
し
て
活
動
し
て
い
く
旨

の
集
会
ア
ピ
ー
ル
を
採
択
し
終

了
し
ま
し
た
。

昨
年
12
月
22
日
、
多
く
の
反

対
の
声
が
あ
る
中
で
政
府
は
現

行
の
健
康
保
険
証
を
本
年
12
月

２
日
に
廃
止
し
、
「
マ
イ
ナ
保

険
証
」
に
一
本
化
す
る
こ
と
を

閣
議
決
定
し
ま
し
た
。
し
か
し

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
め
ぐ

る
問
題
が
続
出
す
る
中
、
国
民

の
不
安
は
何
ら
解
消
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
。
さ
ら
に
マ
イ
ナ
保
険

証
の
利
用
率
は
、
去
年
４
月
の

６.

29
％
か
ら
12
月
は
４.

29
％

ま
で
低
下
し
て
い
ま
す
。

日
本
退
職
者
連
合
は
、
昨
年

取
り
組
ん
だ
「
２
０
２
４
年
秋

に
予
定
さ
れ
る
健
康
保
険
証
廃

止
の
撤
回
を
求
め
る
団
体
署
名
」

の
取
組
み
を
踏
ま
え
て
、
「
マ

イ
ナ
保
険
証
」
の
取
得
は
任
意

で
あ
る
こ
と
を
明
確
に
す
る
と

と
も
に
現
行
保
険
証
の
存
続
を

求
め
て
、
「
健
康
保
険
証
廃
止

の
中
止
を
求
め
る
意
見
書
」
ま

た
は
「
地
方
議
会
に
健
康
保
険

証
の
存
続
を
求
め
る
意
見
書
」

の
採
択
を
求
め
る
取
組
み
を
行
っ

て
い
ま
す
。

現
在
、
「
健
康
保
険
証
廃
止

の
中
止
を
求
め
る
意
見
書
」
は

20
都
道
府
県
で
県
議
会
１
、
市

議
会
34
、
町
村
議
会
75
で
採
択

さ
れ
て
い
ま
す
。

今
後
は
次
の
２
点
の
請
願
事

項
を
各
地
方
退
職
者
連
合
を
通

じ
て
、
各
自
治
体
に
要
請
し
て

い
き
ま
す
。

１.

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と

一
体
化
さ
れ
た
マ
イ
ナ
保
険
証

の
取
得
は
、
申
請
に
よ
る
任
意

の
判
断
の
み
に
基
づ
く
と
の
原

則
を
明
確
に
す
る
こ
と
。

２.

マ
イ
ナ
保
険
証
に
対
す
る

国
民
の
不
安
が
払
拭
さ
れ
る
ま

で
は
、
現
行
保
険
証
を
存
続
さ

せ
る
こ
と
。

１
月
１
日
に
発
生
し
た
能
登

半
島
地
震
は
、
石
川
県
を
中
心

に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
す
ま

し
た
。

２
月
16
日
現
在
、
非
常
災
害

対
策
本
部
の
発
表
に
よ
る
と
、

死
亡
２
４
１
人
、
負
傷
者
１
２

９
６
人
、
家
屋
全
壊
７
７
０
７

棟
、
半
壊
が
９
４
６
７
棟
と
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
避
難
生
活
を

さ
れ
て
い
る
方
が
１
２
９
５
１

人
、
１
２
９
３
１
戸
が
断
水
状

態
で
す
。

Ｊ
Ａ
Ｍ
全
体
で
は
２
月
９
日

現
在
、
死
亡
が
１
名(

組
合
員

の
ご
家
族)

、
行
方
不
明
３
名
、

負
傷
者
が
５
名
。
家
屋
の
全
壊
・

半
壊
が
９
件
、
一
部
損
壊
が
３

９
１
棟
。
９
世
帯
が
避
難
生
活

を
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
加
盟

組
合
で
は
全
面
操
業
停
止
の
事

業
所
が
２
か
所
、
一
部
操
業
停

止
が
２
か
所
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
Ｊ
Ａ
Ｍ
石
川
シ
ニ
ア
ク

ラ
ブ
か
ら
は
人
的
被
害
は
な
し
、

家
屋
半
壊
が
２
棟
、
一
部
損
壊

が
９
棟
と
の
報
告
を
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

Ｊ
Ａ
Ｍ
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
で
は

支
え
あ
い
、
助
け
合
い
の
精
神

に
基
づ
き
、
現
役
の
皆
さ
ん
と

連
携
し
な
が
ら
救
援
カ
ン
パ
活

動
を
引
き
続
い
て
行
っ
て
い
ま

す
。
カ
ン
パ
金
は
、
地
方
Ｊ
Ａ

Ｍ
に
送
金
し
て
く
だ
さ
い
。
具

体
的
な
送
金
先
は
地
方
Ｊ
Ａ
Ｍ

ま
た
は
地
方
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
に

お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

Ｊ
Ａ
Ｍ
千
葉
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

「
新
春
の
集
い
」
を
１
月
12
日
、

来
賓
含
め
て
35
名
で
、
千
葉
市

中
央
区
「
中
華
料
理
店
・
永
興
」

で
４
年
ぶ
り
に
開
催
し
ま
し
た
。

主
催
者
を
代
表
し
て
長
岡
功

会
長
が
挨
拶
。
会
員
拡
大
を
現

役
と
同
行
４
月
ご
ろ
行
う
。

２
０
２
５
年
７
月
の
参
議
院
選

挙
必
勝
の
た
め
「
郡
山
り
ょ
う
」

支
援
を
積
極
的
に
行
な
う
。
岸

田
政
権
は
「
自
民
党
裏
金
問
題

も
絡
み
、
衆
院
解
散
、
総
選
挙

す
る
チ
ャ
ン
ス
を
狙
っ
て
き
て

い
る
の
で
監
視
が
必
要
な
ど
と

述
べ
ま
し
た
。

来
賓
と
し
て
、
大
山
勝
也
Ｊ

Ａ
Ｍ
シ
ニ
ア
会
長
、
長
岡
隆
Ｊ

Ａ
Ｍ
東
京
シ
ニ
ア
会
長
、
清
野

彰
Ｊ
Ａ
Ｍ
東
京
千
葉
書
記
長
、

新
井
政
義
房
総
地
協
区
議
会
議

長
、
大
屋
哲
史
千
葉
県
退
職
者

連
合
会
長
、
加
々
美
友
紀
中
央

労
働
金
庫
千
葉
支
店
長
か
ら
お

祝
い
の
ご
挨
拶
を
頂
き
ま
し
た
。

能
登
半
島
地
震
救
援
で
は
、

当
日
出
席
者
に
カ
ン
パ
要
請
を

行
い
、
千
葉
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
と

し
て
も
救
援
カ
ン
パ
を
実
施
し
、

２
２
４
３
７
円
の
義
援
金
が
集

ま
り
ま
し
た
。

我
々
は
今
日
本
が
置
か
れ
て

い
る
最
悪
の
状
況
の
被
害
者
で

も
あ
り
ま
す
。
加
害
者
か
ら
防

衛
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
何

も
し
な
け
れ
ば
、
何
も
生
ま
れ

ま
せ
ん
。
Ｊ
Ａ
Ｍ
千
葉
シ
ニ
ア

ク
ラ
ブ
は
今
で
き
る
こ
と
を
懸

命
に
頑
張
り
ま
す
。

Ｊ
Ａ
Ｍ
東
京
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

は
１
月
18
日
、
渋
谷
の
「
Ｊ
Ａ

Ｍ
金
属
労
働
会
館
」
で
２
０
２

４
年
旗
開
き
を
４
年
ぶ
り
に
開

催
し
ま
し
た
。

総
勢
41
名
が
出
席
、
斧
原
事

局
長
の
進
行
で
冒
頭
に
東
京
シ

ニ
ア
ク
ラ
ブ
長
岡
会
長
よ
り
挨

拶
を
受
け
、
来
賓
よ
り
本
部
か

ら
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
大
山
会
長
、

千
葉
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
長
岡
功
会

長
、
田
の
上
い
く
こ
都
議
、
中

塚
さ
ち
よ
世
田
谷
区
議
、
現
役

か
ら
城
南
地
協
・
染
谷
秀
明
議

長
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
挨
拶
を
頂
き

ま
し
た
。
最
大
の
取
り
組
み
課

題
の
参
議
院
議
員
「
郡
山
り
ょ

う
」
の
当
選
を
期
し
て
そ
れ
ぞ

れ
の
各
挨
拶
で
取
り
組
み
へ
の

決
意
が
述
べ
ら
れ
る
と
共
に
、

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
配
布
さ
れ
ま
し

た
。ま

た
、
Ｊ
Ａ
Ｍ
シ
ニ
ア
ク
ラ

ブ
の
要
請
に
基
づ
く
「
能
登
半

島
地
震
カ
ン
パ
」
も
行
わ
れ
、

約
１
万
円
の
ご
協
力
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

記
念
撮
影
の
後
、
和
や
か
に

懇
親
が
進
み
、
恒
例
の
「
ビ
ン

ゴ
ゲ
ー
ム
」
も
行
わ
れ
、
15
時

盛
会
裏
に
中
締
め
と
な
り
ま
し

た
。

千葉

退職者連合

「
健
康
保
険
証
廃
止

の
撤
回
に
向
け
、
地

方
議
会
へ
の
要
請
活

動
に
取
り
組
む

４
年
ぶ
り
の
「
旗
開

き
」
を
開
催

東京

「
能
登
半
島
地
震
救
援

カ
ン
パ
を
継
続
実
施

４
年
ぶ
り
の
「
新
春

の
集
い
」
を
開
催

蛯
名
英
信

通
信
員

し

「
能
登
半
島
地
震
救
援

カ
ン
パ
」
を
継
続
実
施

「
健
康
保
健
証
廃
止
」


